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上
尾
瓦
葺
「
懸
樋
修
繕
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

上
尾
○
四

懸
樋
修
繕
碑
記

早
川
光
蔵

早
川
光
蔵

斉
藤
豊

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

伊
藤
敬
助

一
九
一
六
・
大
正
五

瓦
葺

懸
樋
史
跡
公
園

一
．
は
じ
め
に

明
治
四
十
三
（
一
九
一
○
）
年
、
東
日
本
の
一
都
十
五
県
に
及
び
広
大
な
地
域
で
大
水
害
が
起
こ
っ
た
。

豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
で
、
関
東
だ
け
で
死
者
行
方
不
明
者
八
百
人
を
越
え
、
家
屋
全
壊
・
流
出
五
千

戸
に
達
し
た
。
水
利
施
設
の
損
害
も
大
き
く
、
明
治
四
十
年
に
鉄
製
に
改
築
さ
れ
た
瓦
葺
懸
樋
も
損
害
を

受
け
た
。
そ
の
修
繕
を
記
念
し
て
立
て
ら
れ
た
の
が
本
碑
で
あ
る
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

題
額
（
篆
書
体
）

○
写
真
３
「
碑
記
」
部
分
（
隷
書
体
）

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
題
額懸

樋
修
繕

碑
記
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◎
碑
記

見
沼
代
用
水
路
懸
樋
者
架
麻
瀬
川
上
而
通
灌
水
也
樋
本
咼
木
材
造
咼
其
易
朽
漏
水
難
禁
朙
治
四
十

一
年
三
月
更
用
鐵
材
咼
改
脩
之
爾
來
通
水
得
冝
稱
為
萬
代
工
事
至
于
四
十
三
年
八
月
疾
風
暴
雨
屢

至
利
根
荒
川
二
川
隄
防
決
潰
者
十
數
狂
瀾
怒
濤
碭
穿
奔
礉
鑿
樋
下
川
底
二
□
七
尺
餘
達
岩
骨
焉
倒

右
方
煉
泳
辟
左
方
則
斜
傾
它
之
工
作
殆
流
失
焉
而
本
樋
特
得
免
壞
裂
者
何
也
是
鑒
天
明
安
政
間
洪

水
而
脩
築
鞏
固
樋
趾
深
入
乎
巖
骨
水
勢
雖
盪
礉
不
能
倒
覆
也
然
樋
雖
存
復
難
通
水
焉
於
是
豫
算
其

費
咼
付
組
合
會
議
僉
賛
之
因
請
億
玉
東
亰
両
知
事
得
允
可
四
十
四
年
三
月
五
日
起
工
五
月
十
九
日

竣
云
工
用
木
材
二
百
七
十
四
本
沙
礫
一
石
六
斗
八
升
膠
灰
三
百
八
十
三
罇
煉
泳
二
萬
六
千
五
百
九

十
八
箇
石
八
十
三
箇
鐵
六
十
九
貫
柴
一
千
八
百
十
三
束
竹
二
千
五
竿
藁
苞
四
千
五
百
九
十
繩
二
千

九
十
四
條
土
二
石
四
斗
七
升
莎
草
二
千
六
百
三
十
九
枝
使
役
職
工
及
人
夫
一
萬
二
千
百
六
十
五
人

嚴
監
督
咼
完
成
焉
其
費
實
金
一
萬
三
千
五
百
五
十
五
圓
有
竒
仰
國
費
咼
係
縣
之
補
助
者
七
千
五
百

四
十
四
圓
有
竒
係
府
者
千
二
百
二
十
三
圓
有
竒
其
它
自
組
合
出
云
工
之
成
也
完
全
不
缺
通
水
得
冝
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實
不
背
萬
代
工
事
之
稱
也
後
來
灌
域
民
人
之
福
利
可
知
矣
於
是
與
組
合
會
胥
謀
立
石
記
本
樋
修
繕

之
概
咼
諗
後
人
云

大
正
五
年
龍
集
柔
兆
執
徐
仲
春

從
五
位
勛
四
䓁
早
川
光
蔵
撰
文
並
篆
額

斉
藤

豊
書

伊
藤
敬
助
鐫

＊
異
体
字
等

○
麻

綾
。

○
咼

以
。

○
朙

明
。

○
冝

宜
。

○
隄

堤
。

○
□

丈
。

○
泳

瓦
。

○
辟

壁
。

○
鑒

鑑
。

○
億

埼
。

○
亰

京
。

○
云

此
。

○
竒

奇
。

○
勛

勲
。

○
䓁

等
。

（
背
面
）

「
組
合
会
議
員
等
名
」
略
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■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

懸
樋
修
繕
碑
記
。

◎
碑
記

見
沼
代
用
水
路
懸
樋
者
、
架
綾
瀬
川
上
而
通
灌
水
也
。

樋
本
以
木
材
造
。
以
其
易
朽
、
漏
水
難
禁
。

明
治
四
十
一
年
三
月
、
更
用
鐵
材
以
改
脩
之
。

爾
來
、
通
水
得
宜
、
稱
爲
萬
代
工
事
。

至
于
四
十
三
年
八
月
、
疾
風
暴
雨
屢
至
、
利
根
荒
川
二
川
堤
防
決
潰
者
十
數
。

狂
瀾
怒
濤
、
碭
穿
奔
礉
、
鑿
樋
下
川
底
二
丈
七
尺
餘
、
達
岩
骨
焉
。

倒
右
方
煉
瓦
壁
、
左
方
則
斜
傾
、
它
之
工
作
殆
流
失
焉
。

而
本
樋
特
得
免
壞
裂
者
、
何
也
。

是
鑑
、
天
明
安
政
間
洪
水
、
而
脩
築
鞏
固
、
樋
趾
深
入
乎
巖
骨
、
水
勢
雖
盪
礉
、
不
能
倒
覆
也
。

然
樋
雖
存
、
復
難
通
水
焉
。

於
是
、
豫
算
其
費
以
付
組
合
會
議
。

僉
賛
之
。

因
請
埼
玉
東
京
兩
知
事
、
得
允
可
。

四
十
四
年
三
月
五
日
起
工
、
五
月
十
九
日
竣
。

此
工
、
用
木
材
二
百
七
十
四
本
、
沙
礫
一
石
六
斗
八
升
、
膠
灰
三
百
八
十
三
罇
、
煉
瓦
二
萬
六
千
五
百

九
十
八
箇
、
石
八
十
三
箇
、
鐵
六
十
九
貫
、
柴
一
千
八
百
十
三
束
、
竹
二
千
五
竿
、
藁
苞
四
千
五
百
九

十
、
繩
二
千
九
十
四
條
、
土
二
石
四
斗
七
升
、
莎
草
二
千
六
百
三
十
九
枝
。

使
役
職
工
及
人
夫
一
萬
二
千
百
六
十
五
人
。

嚴
監
督
以
完
成
焉
。

其
費
、
實
金
一
萬
三
千
五
百
五
十
五
圓
有
奇
。

仰
國
費
、
以
係
縣
之
補
助
者
七
千
五
百
四
十
四
圓
有
奇
。

係
府
者
千
二
百
二
十
三
圓
有
奇
。

其
它
自
組
合
出
。

此
工
之
成
也
、
完
全
不
缺
、
通
水
得
宜
。

實
不
背
萬
代
工
事
之
稱
也
。

後
來
、
灌
域
民
人
之
福
利
、
可
知
矣
。

於
是
與
組
合
會
胥
謀
、
立
石
記
本
樋
修
繕
之
概
。

以
諗
後
人
云
。

大
正
五
年
龍
集
柔
兆
執
徐
仲
春
、

從
五
位
勛
四
等
早
川
光
蔵
撰
文
並
篆
額
。

齋
藤
豐
書
。

伊
藤
敬
助
鐫
。

●
訓
訳
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見
沼
代
用
水
路
懸
樋
は
、
綾
瀬
川
上
に
架
か
り
て
灌
水
を
通
ず
る
な
り
。

樋
は
、
本
と
木
材
を
以
て
造
る
。
其
の
朽
ち
易
き
を
以
て
、
漏
水
も
禁
じ
難
し
。

明
治
四
十
一
年
三
月
、
更
め
て
鐵
材
を
用
ひ
て
以
て
之
を
改
脩
す
。

爾
來
、
通
水
宜
し
き
を
得
、
稱
し
て
萬
代
工
事
と
な
す
。

四
十
三
年
八
月
に
至
り
て
、
疾
風
暴
雨
屢
々
至
る
。
利
根
荒
川
二
川
の
堤
防
、
決
潰
す
る
者
十
數
。

狂
瀾
怒
濤
、
碭
れ
穿
ち
、
奔
礉
し
て
、
樋
下
の
川
底
を
鑿
つ
こ
と
二
丈
七
尺
餘
、
岩
骨
に
達
す
。

あ
ふ

右
方
の
煉
瓦
壁
を
倒
し
、
左
方
は
則
ち
斜
傾
し
、
它
の
工
作
も
殆
ん
ど
流
失
せ
り
。

而
し
て
本
樋
の
特
に
壞
裂
を
免
る
る
を
得
る
者
は
、
何
ぞ
や
。

是
れ
天
明
安
政
間
の
洪
水
に
鑑
み
て
、
脩
築
鞏
固
に
、
樋
趾
深
く
巖
骨
に
入
る
。

水
勢
盪
礉
す
と
雖
も
、
倒
覆
す
る
能
わ
ざ
る
な
り
。

然
り
し
て
樋
は
存
す
と
雖
も
、
復
た
水
を
通
し
難
し
。

是
に
お
い
て
、
其
の
費
を
豫
算
し
、
以
て
組
合
會
の
議
に
付
す
。

僉
之
に
賛
す
。

み
な因

り
て
埼
玉
東
京
兩
知
事
に
請
ひ
、
允
可
を
得
。

四
十
四
年
三
月
五
日
、
工
を
起
し
、
五
月
十
九
日
に
竣
ふ
。

を

此
の
工
、
木
材
二
百
七
十
四
本
、
沙
礫
一
石
六
斗
八
升
、
膠
灰
三
百
八
十
三
罇
、
煉
瓦
二
萬
六
千
五
百

九
十
八
箇
、
石
八
十
三
箇
、
鐵
六
十
九
貫
、
柴
一
千
八
百
十
三
束
、
竹
二
千
五
竿
、
藁
苞
四
千
五
百
九

十
、
繩
二
千
九
十
四
條
、
土
二
石
四
斗
七
升
、
莎
草
二
千
六
百
三
十
九
枝
を
用
ふ
。

職
工
及
び
人
夫
一
萬
二
千
百
六
十
五
人
を
使
役
す
。

監
督
を
嚴
に
し
て
以
て
完
成
せ
り
。

其
の
費
え
、
實
に
金
一
萬
三
千
五
百
五
十
五
圓
有
奇
な
り
。

つ
ひ

國
費
を
仰
ぎ
、
以
て
縣
の
補
助
に
係
る
者
七
千
五
百
四
十
四
圓
有
奇
。

府
に
係
る
者
千
二
百
二
十
三
圓
有
奇
。

其
の
它
は
組
合
よ
り
出
す
。

此
の
工
の
成
る
や
、
完
全
不
缺
に
し
て
、
通
水
宜
し
き
を
得
。

實
に
萬
代
工
事
の
稱
に
背
か
ざ
る
な
り
。

後
來
、
灌
域
の
民
人
の
福
利
、
知
る
べ
き
な
り
。

是
に
お
い
て
組
合
會
と
胥
に
謀
り
、
石
を
立
て
て
本
樋
修
繕
の
概
を
記
し
、
以
て
後
人
に
諗
ぐ
る
と
云

こ
こ

と
も

つ

ふ
。

大
正
五
年
龍
集
柔
兆
執
徐
仲
春
、

從
五
位
勲
四
等
早
川
光
蔵
撰
文
並
び
に
篆
額
。

齋
藤
豊
書
す
。

伊
藤
敬
助
鐫
す
。

●
人
物

○
早
川
光
蔵

弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
～
大
正
五
（
一
九
一
五
）
年
。
号
は
藍
澳
。
多
門
寺
村
（
現
加

須
市
）
の
出
身
。
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
羽
生
学
校
長
と
な
り
、
一
旦
千
葉
県
に
転
じ
た
が
、
同
（
一

八
七
七
）
十
年
に
埼
玉
県
に
も
ど
り
、
衛
生
課
長
な
ど
を
経
て
、
同
三
十
（
一
八
九
七
）
年
か
ら
十
八
年

間
、
北
葛
飾
郡
長
と
北
足
立
郡
長
を
つ
と
め
た
。
病
の
た
め
大
正
四
（
一
九
一
四
）
年
に
官
を
辞
し
、
翌

年
亡
く
な
っ
た
。
漢
詩
文
に
す
ぐ
れ
、
第
二
代
埼
玉
県
令
白
根
多
助
を
中
心
と
す
る
漢
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。
詩
文
集
に
「
藍
澳
遺
稿
」
が
あ
る
。
本
碑
文
は
未
収
。

○
齋
藤
豊
、
伊
藤
敬
助

不
詳
だ
が
、
早
川
撰
文
・
斎
藤
書
・
伊
藤
雋
刻
と
い
う
コ
ン
ビ
は
、
旧
菖
蒲
町

の
見
沼
代
用
水
八
間
堰
碑
な
ど
、
多
く
の
例
が
あ
る
。

●
注

○
綾
瀬
川

桶
川
市
の
小
針
領
家
あ
た
り
を
源
と
し
、
東
流
。
伊
奈
町
と
蓮
田
市
の
境
と
な
り
、
上
尾
市

の
境
も
な
し
な
が
ら
南
下
。
草
加
市
越
谷
市
を
経
て
、
中
川
に
合
流
す
る
。

○
明
治
四
十
一
年

西
暦
一
九
○
八
年
。

○
更
用
鐵
材
以
改
脩
之

「
懸
樋
改
修
碑
記
」
参
照
。

○
四
十
三
年

西
暦
一
九
一
○
年
。

○
狂
瀾

さ
か
ま
く
波
濤
。

○
怒
濤

激
し
く
荒
れ
く
る
う
波
。

○
碭

碭
は
蕩
に
同
じ
。
波
立
ち
あ
ふ
れ
る
。

○
奔
礉

礉
は
、
こ
こ
で
は
激
と
同
じ
だ
ろ
う
。
奔
激
で
、
激
し
く
流
れ
る
。

○
岩
骨

山
石
、
岩
石
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
川
底
の
土
を
す
べ
て
削
り
取
っ
た
下
か
ら
現
れ
た
岩

肌
の
こ
と
だ
ろ
う
。

○
工
作

細
工
。
懸
樋
の
部
品
や
部
分
。

○
脩
築
鞏
固

明
治
四
十
一
年
の
改
修
の
時
の
こ
と
だ
ろ
う
。

○
趾

足
跡
。
こ
こ
で
は
懸
樋
を
支
え
る
支
柱
だ
ろ
う
。

○
組
合
會

見
沼
代
用
水
の
管
理
は
、
明
治
以
降
は
官
営
の
時
代
を
経
て
、
明
治
十
九
年
に
設
立
さ
れ

た
受
益
者
農
民
の
組
織
で
あ
る
「
見
沼
代
用
水
路
水
利
土
功
会
」
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
同
会
は
、

同
三
十
七
年
に
「
見
沼
代
用
水
路
普
通
水
利
組
合
」
へ
と
発
展
的
解
消
。
以
後
、
昭
和
二
十
九
年
の
見

沼
代
用
水
路
土
地
改
良
区
成
立
ま
で
普
通
水
利
組
合
が
管
理
し
た
。
組
合
執
行
部
の
長
を
組
合
管
理
者

と
い
い
、
議
決
機
関
（
評
議
会
の
よ
う
な
も
の
）
を
組
合
会
と
い
っ
た
。
ま
た
組
合
会
の
メ
ン
バ
ー
を

議
員
と
い
っ
た
。
な
お
初
代
の
組
合
管
理
者
は
、
北
足
立
郡
長
の
早
川
光
蔵
が
任
命
さ
れ
た
。

○
膠
灰

セ
メ
ン
ト
。

○
藁
苞

空
の
俵
。

○
莎
草

か
や
つ
り
ぐ
さ
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
ス
ゲ
（
菅
）
の
こ
と
だ
ろ
う
。
防
水
用
の
素
材
か
。

○
有
奇

あ
ま
り
。

○
仰
國
費
、
以
係
縣
之
補
助
者
七
千
五
百
四
十
四
圓
有
奇

国
費
と
埼
玉
県
の
補
助
の
総
額
と
見
た
。

○
大
正
五
年

西
暦
一
九
一
六
年
。

○
龍
集

龍
は
太
歳
（
木
星
）
、
集
は
宿
り
。
太
歳
は
一
年
で
天
空
を
回
る
の
で
、
龍
集
で
一
年
。
歳
次
。

干
支
を
導
く
表
現
。

○
柔
兆

太
歳
が
丙
に
あ
る
。

○
執
徐

辰
年
。

○
仲
春

二
月
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
見
沼
代
用
水
懸
樋
】

見
沼
代
用
水
路
懸
樋
は
、
綾
瀬
川
の
上
に
架
か
っ
て
い
て
灌
漑
用
水
を
通
す
も
の
で
あ
る
。
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樋
は
、
も
と
も
と
は
木
を
材
料
と
し
て
造
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
腐
朽
し
や
す
く
、
漏
水
も
防
げ

な
か
っ
た
。

【
鉄
製
懸
樋
に
改
造
】

そ
こ
で
、
明
治
四
十
一
年
三
月
、
さ
ら
に
鉄
を
材
料
と
す
る
も
の
に
改
修
し
た
。
以
来
、
通
水
は
良

好
と
な
り
、
こ
れ
ぞ
万
代
に
続
く
工
事
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
。

【
明
治
四
十
三
年
の
大
水
害
】

と
こ
ろ
が
、
同
四
十
三
年
八
月
に
至
っ
て
、
暴
風
雨
が
繰
り
返
し
襲
っ
て
き
た
。
利
根
川
・
荒
川
の

二
大
河
川
で
、
堤
防
が
決
潰
す
る
と
こ
ろ
が
十
数
ヶ
所
に
上
っ
た
。
逆
巻
き
、
激
し
く
荒
れ
狂
う
波
濤

が
、
あ
ふ
れ
出
し
て
は
河
岸
や
川
底
を
削
り
な
が
ら
激
し
く
流
れ
、
懸
樋
下
二
丈
七
尺
あ
ま
り
の
土
を

え
ぐ
り
取
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
岩
肌
が
露
出
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

【
懸
樋
関
連
施
設
の
被
害
と
懸
樋
本
体
の
無
事
】

懸
樋
の
右
側
の
煉
瓦
塀
は
倒
れ
、
左
側
の
煉
瓦
塀
は
傾
斜
し
て
し
ま
い
、
そ
の
他
の
懸
樋
の
構
造
物

も
ほ
と
ん
ど
が
流
失
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
懸
樋
本
体
だ
け
は
破
壊
を
免
れ
た
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
天
明
か
ら
安
政
に
か
け
て
く
り
か
え
さ
れ
た
洪
水
に
鑑
み
て
、
明
治
四
十
一
年
の
改
築
に

あ
た
り
、
修
築
を
強
固
な
も
の
に
し
、
懸
樋
の
支
柱
を
土
の
中
深
く
、
岩
石
層
に
至
る
ま
で
埋
設
し
た
。

そ
の
た
め
ど
ん
な
に
激
し
い
勢
い
の
水
流
で
も
、
こ
れ
を
倒
し
覆
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

【
懸
樋
修
繕
の
企
画
】

し
か
し
、
確
か
に
懸
樋
本
体
は
無
事
に
残
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
再
び
通
水
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
こ
で
修
繕
の
費
用
を
計
算
し
、
水
利
組
合
の
組
合
会
に
諮
っ
た
。

す
る
と
全
員
一
致
で
賛
同
を
得
た
。

そ
こ
で
埼
玉
県
東
京
府
両
知
事
に
工
事
の
申
請
を
し
、
認
可
を
得
た
。

【
工
事
の
実
施
と
資
材
】

同
四
十
四
年
三
月
五
日
に
起
工
し
、
同
年
五
月
十
九
日
に
竣
工
し
た
。

こ
の
工
事
に
要
し
た
資
材
は
次
の
通
り
。

木
材
二
百
七
十
四
本
、
砂
利
一
石
六
斗
八
升
、
セ
メ
ン
ト
三
百
八
十
三
罇
、
煉
瓦
二
万
六
千
五
百
九

十
八
箇
、
石
八
十
三
箇
、
鉄
六
十
九
貫
、
柴
一
千
八
百
十
三
束
、
竹
二
千
五
竿
、
空
の
俵
四
千
五
百
九

十
、
縄
二
千
九
十
四
條
、
土
二
石
四
斗
七
升
、
莎
草
二
千
六
百
三
十
九
枝
。

【
人
員
と
監
督
】

職
工
及
び
人
夫
一
万
二
千
百
六
十
五
人
を
使
役
し
た
。

厳
重
に
監
督
し
、
つ
い
に
完
成
し
た
。

【
費
用
負
担
】

要
し
た
費
用
と
分
担
は
次
の
通
り
。

総
額
は
、
一
万
三
千
五
百
五
十
五
円
あ
ま
り
に
上
っ
た
。

国
費
の
補
助
を
得
、
埼
玉
県
の
補
助
と
あ
わ
せ
て
七
千
五
百
四
十
四
円
あ
ま
り
。
東
京
府
の
補
助
が

千
二
百
二
十
三
円
あ
ま
り
。
そ
の
他
の
四
千
七
百
八
十
八
円
あ
ま
り
を
水
利
組
合
が
負
担
し
た
。

【
修
繕
工
事
の
効
果
】

こ
の
修
繕
工
事
が
完
成
す
る
と
、
代
用
水
の
通
水
は
滞
る
こ
と
な
い
、
完
璧
な
も
の
と
な
っ
た
。

ま
こ
と
に
、
万
代
に
残
る
大
工
事
の
名
に
背
か
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
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こ
れ
以
後
の
灌
漑
流
域
の
人
民
の
幸
福
と
利
益
は
、
推
し
て
量
る
べ
き
だ
ろ
う
。

【
建
碑
の
企
て
】

か
く
し
て
組
合
会
と
は
か
り
、
本
樋
修
繕
の
概
要
を
記
し
た
石
碑
を
立
て
、
後
世
の
人
々
に
伝
達
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
記
事
】

大
正
五
年
丙
辰
の
歳
二
月
、

従
五
位
勲
四
等
早
川
光
蔵
が
撰
文
し
、
あ
わ
せ
て
篆
額
を
揮
毫
し
た
。

斎
藤
豊
が
碑
文
を
清
書
し
た
。

伊
藤
敬
助
が
鐫
刻
し
た
。

三
．
資
料

（
一
）
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
之
百
四
十
五

足
立
郡
之
十
一

●
南
部
領

◎
上
瓦
葺
村

：
山
川

○
綾
瀬
川

「
村
の
北
の
方
埼
玉
郡
の
境
を
流
る
、
川
幅
十
間
、
こ
の
川
の
中
間
に
掛
樋
を
造
り
、
下
蓮
川
村
よ
り
三

沼
代
用
水
を
引
き
い
れ
、
當
村
に
至
り
、
東
西
の
二
派
に
分
れ
、
一
は
郡
内
西
南
の
方
村
々
の
用
水
と
な

し
、
一
は
東
北
數
村
の
水
田
に
沃
ぎ
、
埼
玉
、
足
立
兩
郡
の
内
三
百
四
十
六
ヶ
村
の
用
水
と
な
せ
り
、
此

邊
園
元
は
用
水
不
便
に
し
て
、
近
き
あ
た
り
の
池
沼
或
は
溜
井
よ
り
用
水
を
引
入
れ
し
を
享
保
十
三
年
井

澤
彌
惣
兵
衞
命
を
奉
じ
て
彼
池
沼
溜
井
を
埋
て
新
田
と
な
し
其
か
は
り
と
し
て
此
用
水
を
開
け
り
、
掛
樋

は
長
廿
八
間
、
高
さ
六
尺
、
横
四
間
あ
り
、
春
冬
の
間
は
こ
の
樋
の
内
舟
を
通
じ
て
運
漕
に
便
す
る
類
、

か
々
る
樋
關
東
の
國
々
に
は
稀
な
る
こ
と
な
り
、」

①
翻
刻
と
訓
訳

・
「
見
沼
代
用
水
沿
革
史
」
（
一
九
五
七
）（
「
見
沼
土
地
改
良
区
史
」
に
再
録
）

②
翻
刻

・
「
い
し
ぶ
み

碑
に
刻
ま
れ
た
埼
玉
の
土
地
改
良
」（
一
九
八
三
）

・
「
伊
奈
町
史
資
料
調
査
報
告
書

第
三
集

伊
奈
町
の
金
石
文
」（
一
九
八
七
）

・
「
葛
西
用
水
史

資
料
編
上
」
（
一
九
八
八
）

③
論
文
な
ど

・
「
見
沼
代
用
水
沿
革
史
」
（
一
九
五
七
）

・
「
見
沼
土
地
改
良
区
史
」
（
一
九
八
七
）
…
…
右
記
を
継
承
加
筆

以
上

二
○
二
五
年
九
月

薄
井
俊
二
訳
す


